
●「民主市政をつくるみんなの会」とは 
１９５１年から氏原、坂本、横山市政と４４年間に渡り革新高知市政が続いてきました。 

そして１９９４年の市長選挙では鍋島候補を立て、革新市政の継続を目指しましたが、実現しませんでし

た。このたたかいまでは、いわゆる社共共闘型の体制でした。 

しかし、４年後の１９９８年の選挙からは社共共闘型ではなく、「革新統一型」の取組みとなり、その年に

「民主市政をつくるみんなの会」が結成され、革新・無所属候補を立てて選挙をたたかってきました。 

 １９９８年が植田候補、２００２年が中根候補、２００３年は候補者を擁立せず、２００７年は谷崎候補

を立ててたたかいました。２０１１年は、当会としては候補者を擁立せず、共産党公認で迫候補がたたかい

ました。当会としては、２００７年以来の候補者を擁立しての選挙戦となります。 

 

●会則 
一、名称、事務所 
 この会の名称は「民主市政をつくるみんなの会」（略称・民主市政の会）とし、事務所は高知市におきます。 
二、目的、構成 
 この会は、高知市政を市民本位、くらし第一の民主市政に転換することを目的とし、この目的を支持し、

賛同する政党、団体、個人をもって構成します。 
三、役員 
 この会に次の役員をおきます。 
 ① 代表委員若干名をおき、この会を代表します。 
 ② この会に幹事会をおきます。幹事は加盟団体から各1名と必要な個人から選出します。 
 ③ この会に、事務局長1名、事務局次長若干名をおき、日常業務を執行します。 
四、運営 
 この会は、参加者の創意と自主性を尊重し、対等・平等を原則とします。 
 代表委員と事務局による役員会を適時開催し、目的を達成するための活動をすすめます。役員会は、必要

に応じて幹事会を招集します。 
 幹事会は、この会の総意をまとめ、役員を選出します。 
五、資金 
 この会の活動に必要な資金は、参加団体で分担するほか、広く個人カンパをつのり、清潔な活動をおこな

います。 
(付則) 
 この会則に特別の定めのない事項については、役員会で決めることにします。 
 
 
●構成・役員体制 

☆構成組織（１５組織） 
県労連、県教組、福祉保育労、建交労、退教協、高退教、県母連、新婦人県本部、高商連、高知民商、人権

連、民青、民医連の会、高知市職員の会、日本共産党 
☆協力組織（１２組織） 
高知市教組、自治労連、私学教組、医労連、健保労組、高知一般労組、年金者組合、退婦教、自由法曹団、

革新懇、平和委員会、生健会 
 
☆代表委員 田口朝光（県労連委員長） 山岡美和子（新婦人高知県本部会長） 福永達也（高知民商会長） 
 下本文雄（日本共産党高知地区委員会副委員長） 
 
 


